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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号7
平成２８年（２０１６年）

せとうち
広報

特集  いつまでもこの「まち」で―

唄と海でゆらう町　満天の星が降りそそぐ町　鹿児島県奄美大島瀬戸内町

人口と世帯（平成 28 年 5 月末現在）　カッコ内は前月との比較
人口：9,181 人（-9）/ 男 4,420 人（-2）/ 女 4,761 人（-7）/ 世帯数 5,245 世帯（-8）

７月３日 日曜日
奄美シーカヤック
マラソン
in 加計呂麻大会
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いつまでも ―

元気で

楽しく

笑顔で
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この「まち」で ―

家族と

友人と

愛する人と

今
、
日
本
は
例
を
見
な
い
早
さ
で
少
子
高
齢
化

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、
総
務
省
統
計
局
の
推
計
デ
ー
タ
に
よ
る

と
平
成
27
年
9
月
15
日
現
在
で
3
3
8
4
万
人
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
約
26
%
と
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
平
成
28
年

5
月
末
の
総
人
口
９
１
８
１
人
の
う
ち
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
人
口
の
35
%
に
上
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
瀬
戸
内
町
の
人
口
の
約
26
%
に
あ
た

る
約
4
人
に
１
人
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

の
で
す
。

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
安
心
し
て
、
瀬
戸

内
町
で
暮
ら
し
続
け
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
瀬
戸
内
町
で
は
、

①
で
き
る
限
り
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う

　

に
す
る

②
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
悪
化

　

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
「
介
護
予
防
事
業
活
動
」
の
サ
ロ

ン
や
男
の
料
理
教
室
を
中
心
に
参
加
者
や
運
営
者
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。
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ふれあい・いきいき
サロンで楽しく元気に！

ひとり暮らしや家の中で過ごしがちな高齢
者等と地域住民が、集まって歌ったり、

折り紙したり、体操したり、「気軽に」「無理な
く」「楽しく」おしゃべりして笑い、わきあい
あいとした時間を過ごすことで、認知症や寝た
きりなどの予防に役立てるサロン活動。
　瀬戸内町では、現在約 20 の団体がサロン活
動を行っています。

サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
に
は
？

　

サ
ロ
ン
は
、
高
齢
者
の
方
な
ら
誰
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
日
常
歩
い
て
行
け
る
範
囲

で
活
動
し
て
い
る
サ
ロ
ン
を
探
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
サ
ロ
ン
の
活
動
場
所
が
分
か

ら
な
く
て
も
大
丈
夫
。

　

瀬
戸
内
町
役
場
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
近
く
で
活
動
し
て
い
る
サ
ロ
ン
活

動
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

参加者の声

豊　やす子さん

 サロンは、とても楽しいで
す。サロンがある前日は、み
んなとまた会えることが楽し
みで眠れないくらいです。
　家にいると一人で農作物と
かお花を見るだけになってし
まうけど、こういう場所でみ
んなと歌ったり、お弁当をた
べたり、おしゃべりすること
で脳トレにもなります。
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サロンを
立ち上げよう！

元気高齢者
得トクポイント
で一石二鳥！

　「船津住宅に住んでいて顔を
知ってるけど、なかなか会えない。
そこで住宅の集会所を利用して、
高齢者の皆で何かできないかなと
思ったのがきっかけです。」と話
す福井さん。
　住宅に住む高齢者にサロンをし
ませんかと声を掛けると、自然と
参加者が増え、広まっていったそ
う。今後は、もっと参加者が広が
るように願っているそうです。

元気高齢者得トクポイントと
は、高齢者が介護保険などを

使用せずに元気に楽しく活動しても
らうための事業です。65 歳以上で
介護保険を受けていない方は、介護
予防活動に参加すればするほど元気
に！そして、お得になります！

対
象
者
は
？

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
を

　
　
　
　
　
　

受
け
て
い
な
い
方

こ
ん
な
活
動
で
ポ
イ
ン
ト
が

　
　
　
　
　
　

た
ま
り
ま
す
！

■
サ
ロ
ン
活
動

■
男
の
料
理
教
室

■
元
気
な
笑
顔
教
室

■
で
ぃ
～
う
も
ろ
う
会

■
い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
講
座

■
パ
ワ
ト
レ
プ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

←介護予防事業活動に参加し、

10 ポイントがたまると 1,000 円

の瀬戸内町商店街商品券と交換

することができます！

参
加
者
に
声
を
掛
け
る

サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
を
決
め
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
す
る

　

ま
ず
は
、
参
加
者
を
募
り
ま
し
ょ
う
。
最
近

外
出
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
、
テ
レ
ビ
を
ぼ
ん

や
り
見
て
い
る
こ
と
が
多
い
、
高
齢
者
同
士
で

仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
う
方
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
方
に
声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

サ
ロ
ン
の
開
催
場
所
は
、
参
加
者
が
仲
間
と

会
う
た
め
に
歩
い
て
行
け
る
範
囲
で
す
。

　

会
場
は
、
費
用
を
か
け
ず
、
だ
れ
で
も
気
軽

に
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

自
宅
で
開
催
し
て
い
る
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す
。

サロンに参加したいけど、近所にない。
そんな時は、サロンを立ち上げてみ

ましょう。運営の担い手は、サロンに来る
高齢者と住民であるボランティアが一緒に
なって、自発的に運営するものです。サロ
ンに参加される高齢者は、あるときは「利
用者」あるときは「運営の担い手」となり
ます。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ロ
ン

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
相
談
や
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福井　美代子さん

船津サロン
運営者

123
手順手順手順
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男
の
料
理
教
室

男性では、なかなか介護予防活動に参加しづら
いものです。そんな中、男性でも気軽に取り

組める活動を、とのことで始まった男の料理教室。
　現在は、１５名の参加者で冗談を言いながら、わ
きあいあいと活動しています。

　今日初めて料理教室に参加しました
が、こうして大人数で料理をして食べ
るという事は、初めてでとても楽し
かったです。年齢まで若返った気にな
りました。
　これからもこの気持ちを忘れずに料
理教室に参加し続けていきたいです。

初参加者の声 宮畑 武弘さん

地域包括支援センターは、

高齢者の総合相談窓口です！
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自立した生活がで

きるよう介護予防を

進めます

地
域
住
民
が
で
き
る
だ
け
介
護
を
必
要
と

し
な
い
、
ま
た
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
私
た
ち
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　

そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
様
々
な
介
護

予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
元

気
高
齢
者
と
触
れ
合
う
中
で
感
じ
る
の
は
、
自

分
の
楽
し
み
や
生
き
が
い
な
ど
の
目
的
や
役
割

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
行
動

や
思
い
が
、
身
体
に
も
脳
に
も
い
い
刺
激
を
与

え
て
元
気
で
い
ら
れ
る
秘
訣
に
な
る
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
身
体
を
動
か
し
、
考
え

て
脳
も
使
い
、
く
よ
く
よ
し
な
い
で
楽
し
む
こ

と
が
元
気
高
齢
者
の
「
基も
と

」
か
と
想
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
元
気
な
高
齢
者
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、
言
わ
ず
と
も
秘
訣
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

素
敵
な
笑
顔
の
高
齢
者
に
お
会
い
す
る
度
、

「
こ
ん
な
風
に
年
を
重
ね
た
い
な
…
」
と
思
い
、

と
も
す
れ
ば
眉
間
に
し
わ
が
よ
る
日
常
に
反
省

し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
に
住
む
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
笑
顔

で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
地
域
の
方
と
手
を
取

り
合
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地域包括支援センターは、

高齢者の総合相談窓口です！

介護に関する悩みなどさまざまな相談に応じます

高齢者のみなさんの

権利を守ります
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年
金
コ
ー
ナ
ー

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
水
利
に
つ
い
て
の
お
願
い

み
な
さ
ん
、
消
防
水
利
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

免除等

延滞金地震

消防

年金キャラクター

「もくもく」

　
　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
50
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
瀬
戸
内
町
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
申
請
の
受
付
は
、
平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
、
平
成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま
で
の
期
間

を
対
象
と
し
て
審
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提

出
し
た
日
か
ら
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に

な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し
て

い
る
方
等
は
、
一
度
、
瀬
戸
内
町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

消
防
水
利
と
は
、
火
災
が
発
生
し
た
時
に
消
火
活
動

で
使
用
す
る
水
を
供
給
す
る
も
の
で
、
消
火
栓
、
防
火

水
槽
、
海
や
川
、
学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
消
防
水
利
の
周
囲
に
は
、
遠
く
か
ら
で
も
位
置
が

分
か
る
よ
う
に
「
水
利
標
識
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
消
防
分
署
で
は
年
間
行
事
計
画
と
し
て
、
町

内
の
消
防
水
利
に
異
状
が
な
い
か
確
認
を
し
て
い
ま

す
。

■
点
検
日
時

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

■
注
意
点

※
点
検
期
間
中
場
所
に
よ
っ
て
は
，
水
道
水
に
濁
り
が

　

生
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
民
皆
様
方
の
ご
理

　

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
，
中
止
ま
た
は
延
期
を

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
は
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
に
！

口
座
振
替
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
期
別
ご
と
に
督
促
手
数
料

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
よ

り
延
滞
金(

納
期
限
か
ら
１
カ
月
以
内
2.8
％
、

そ
れ
以
降
は
9.1
％)

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
の
地
震
被
害
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
を
受
け
た
皆
様
へ

　

こ
の
度
の
地
震
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
般
の
地
震
被
害
に
よ
り
、
国
税
に
つ
い
て

の
申
告
、
申
請
、
請
求
、
納
税
な
ど
を
期
限
ま

で
に
で
き
な
い
と
き
は
、
所
轄
税
務
署
長
に
対

し
申
告
・
納
税
等
の
期
限
の
延
長
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳しくは、熊本国税局の
ホームページ

（www.nta.go.jp/kumamoto
又は熊本国税局 　検索　）
をご覧いただくが、最寄り
の税務署にお尋ねください。
大島税務署
☎ 0997 ‐ 52 ‐ 4321

（自動音声でご案内します。）

大島地区消防組合

瀬戸内消防分署

火事と救急は１１９番
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後期高齢者医療保険料のお知らせ
保険料

1. 保険料の計算方法

2. 保険料の軽減

均等割額の軽減

所得割額の軽減

（１） 所得に応じた軽減

所得とは？

 保険料は被保険者全員が負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計です。年度の途中で加入

したときは、加入した月からの月割になります。

均等割額
【１人当たりの額】

５１，５００円

１年間の保険料
（限度額５７万円）

 所得割額
【本人の所得に応じた額】

( 昨年の所得－基礎控除額３３万円 ) ×所得割率９．９７％
+ =

収入から必要経費 ( 公的年金等控除額や給与所得控除額など。) を差し引いた額であり、社会保険料控除、医療費控除、配偶

者控除などの「所得控除」を適用する前の額です。なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

……所得に応じて、均等割額【５１，５００円】が以下のとおり軽減されます。

……所得に応じて、所得割額が以下のとおり軽減されます。

軽減判定所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 平成 28 年度
軽減後の均等割額

３３万円、かつ世帯内の被保険者全員が年金収入
８０万円以下で他の所得がない ９割軽減 ５，１００円

３３万円（上記以外の被保険者） ８. ５割軽減 ７，７００円

３３万円＋ ( ２６万５千円×世帯内の被保険者数 ) ５割軽減 ２５，７００円

３３万円＋ ( ４８万円×世帯内の被保険者数 ) ２割軽減 ４１，２００円

平成２７年中の所得から３３万円を差し引いた額が５８万円以下の方は、所得割額が５割軽減となります。

3. 保険料のお支払い方法

■普通徴収の方

納付書または口座振替によりお支払いいただきます。平成２７年中の収

入状況により年金からのお支払い（特別徴収）となる場合があります。

■特別徴収の方

年金から直接保険料をお支払いいただき、保険料を引かれた金額が年金

として支給されます。

仮徴収額（ ４月・６月・８月）・・・仮徴収額決定通知書でご確認ください。

本徴収額（10 月 ･ １２月 ･ ２月）･･･ 平成２７年中の所得をもとに計算し、

年間保険料額から仮徴収額を差し引いた後の保険料を３回でお支払いい

ただきます。

年金からのお支払い

※年金額が変わることなど

により、納付書または口座

振替によるお支払いとなる

場合があります。

お手元の保険料額決定通知書でお支払い方法をご確認ください。

納付書 または

口座振替による

お支払い

4. 保険料を滞納すると

■お問い合わせ　瀬戸内町役場税務課　課税係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１６　収納係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１７

　特別な理由がなく保険料を滞納したときには、通常より有効期限の短い保険証が交付されます。
また、滞納が１年以上続き、悪質な場合は、保険証を返していただき、代わりに資格証明書が交付されるこ
ともあります。資格証明書で病院にかかるときには、医療費をいったん全額自己負担していただくことにな
ります。特別な理由により納付が困難なときは、滞納のままにせずお早めに担当窓口までご相談ください。
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７
月
16
日
（
土
）
か
ら
７
月
31
日
（
日
）
ま

で
「
全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
（
海
の
事
故
ゼ

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
小
型
船
舶
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
次
の
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う

！！

①
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
発
航
前
点
検
の
徹
底

②
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

③
船
舶
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を

　

図
る

　　

奄
美
海
上
保
安
部
で
は
、
自
己
救
命
策
３
つ

の
基
本
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
す
る

②
連
絡
手
段
を
確
保
す
る

③
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号

　

１
１
８
番
の
活
用

■
奄
美
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/10kanku/

am
am

i/

を
ご
覧
下
さ
い
。

①
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

■
受
付
期
間

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

平
成
28
年
7
月
19
日
（
火
）
～
7
月
28
日
（
木
）

◯
郵
送
・
持
参

平
成
28
年
7
月
19
日
（
火
）
～
7
月
21
日
（
木
）

奄
美
海
上
保
安
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

農
薬
の
適
正
使
用
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
の
お
願
い

平
成
28
年
度
海
上
保
安
学
校
及
び

大
学
校
学
生
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

海難

農薬

試験

■
第
一
次
試
験
日

　

平
成
28
年
10
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）

②
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

■
受
付
期
間

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

平
成
28
年
8
月
25
日
（
木
）
～
9
月
5
日
（
月
）

◯
郵
送
・
持
参

平
成
28
年
8
月
25
日
（
木
）
～
8
月
29
日
（
月
）

■
第
一
次
試
験
日

　

平
成
28
年
10
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）

※
受
験
資
格
・
試
験
内
容
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

jinji.go.jp/saiyo/shiken-saiyo.htm

）
又
は

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

kaiho.m
lit.go.jp/

）
を
ご
覧
頂
く
か

奄
美
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
５
８
１
１
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万
円
。
5
年
を

経
過
し
た
方
（
平
成
22
年
度
以
前
参
加
者
）
は
、

2
回
目
の
応
募
が
で
き
ま
す
。

日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
事
務
局

☎
0
3
‐
3
2
6
1
‐
5
5
2
1
ま
で
。

お
申
込
み
は
、
鹿
児
島
県
遺
族
会
へ
。

☎
０
９
９
‐
８
１
２
‐
８
２
９
２

■
実
施
地
域　

〈
広
域
地
域
〉
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
マ
リ

ア
ナ
諸
島
③
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
④
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
1
次
）
⑤
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
1
次
）
⑦
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
⑧
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
1
次
）
⑨
台
湾
・

バ
ジ
ー
海
峡
⑩
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
2
次
）

⑪
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
2
次
）
⑫
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
2

次
）
⑬
中
国

〈
特
定
地
域
〉
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
　　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
販
売
期
間

平
成
28
年
7
月
6
日（
水
）～
7
月
29
日（
金
）

■
抽
選
日

平
成
28
年
8
月
9
日
（
火
）

■
当
せ
ん
金　

◯
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
（
５
等
ま
で
有
り
）

１
等
５
億
円
×
23
本
、
前
後
賞
１
億
円
×
46
本

◯
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
（
５
等
ま
で
有
り
）

１
等
７
千
万
円
×
1
2
0
本

２
等
百
万
円
×
4
8
0
本

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
＆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
が
発
売
さ
れ
ま
す
！

慰霊

宝くじ

　

農
薬
の
飛
散
防
止
対
策
な
ど
、
農
薬
の
適
正
な

使
用
を
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
農
薬
の
使
用

機
会
が
多
い
6
月
か
ら
9
月
ま
で
を
「
農
薬
適
正

使
用
推
進
期
間
」
と
し
て
設
定
し
て
お
り
ま
す
。　

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
左
記
の
事
項
に
注
意
し
て

農
作
業
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

（1）
適
期
・
適
正
な
防
除
の
推
進

（2）
農
薬
使
用
基
準
の
遵
守

（3）
農
薬
の
飛
散
防
止

（4）
散
布
作
業
者
の
安
全
確
保

（5）
周
辺
環
境
へ
の
配
慮

　
（
ほ
場
周
辺
の
宅
地
や
畜
舎
、
養
蜂
、
魚
介
類

　

な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

　

河
川
等
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に
十
分
に
注
意
し

　

て
使
用
す
る
こ
と
）

（6）
農
薬
の
適
正
な
管
理
等

　
（
農
薬
は
飲
食
品
の
空
容
器
等
へ
移
し
替
え
た

　

り
せ
ず
、
施
錠
で
き
る
保
管
庫
等
で
厳
重
に
管

　

理
す
る
こ
と
。
ま
た
、空
容
器
等
に
つ
い
て
は
、

　

８
月
と
11
月
の
「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回

　

収
日
」
に
処
理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。）　

　　

農
薬
適
正
使
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
瀬
戸
内
町
役
場 

農
林
課 

農
政
係

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
７
４(

直
通)
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た
ん
か
ん
・
津
之
輝
・
ア
ボ
カ
ド
の
苗
木

購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

（
瀬
戸
内
町
果
樹
産
地
育
成
助
成
事
業
）

助成

瀬戸内町ふるさと応援基金（ふるさと納税）について
募集

　平成 27 年度から寄附をいただいた方へ本町特産品等を「お礼の品」として贈呈し、瀬戸内町を全国へ PR
する取り組みを始めました。結果、寄附件数が対前年度比の約 96 倍に上り、本町特産品がいかに魅力的だっ
たのかを表しています。引き続き役場企画課では「お礼の品」に提案していただける事業者を随時募集してい
ますので、町内事業者のみなさまからの提案をお待ちしております。
　なお、寄附者の公表については町ホームページに掲載していますのでご覧ください。（公表について承諾い
ただいている方のみ掲載しています。）

年度 平成 26 年度 平成 27 年度 比較（H27 － H26）
件数 37 3,560 +3,523
寄付額（円） 15,062,900 74,017,803 +58,954,903

指定事業区分 寄付額（円）
（１）活力ある産業の振興に資する事業 5,519,002
（２）保険・医療・福祉の向上に資する事業 5,284,900
（３）自然環境や景観の保全・再生に資する事業 10,063,500
（４）快適に暮らせる環境整備及び定住促進に資する事業 1,513,000
（５）教育・文化を育み、観光交流を推進する事業 5,114,500
（６）安心安全、共生・協働のまちづくりに資する事業 740,000
（７）その他、この条例の目的達成に必要と町長が認める事業 45,782,901

合計 74,017,803

コミュニティ FM 放送運営
各集落の行事やイベント情報、台風などの気象情報や災害情報等、地域に密着し
た情報発信を支援しました。

観光パンフレット増刷
観光パンフレットをリニューアルし（日本語・英語版）、今後の観光交流を推進
するため支援しました。

各種大会出場補助
スポーツ文化活動の振興を図るため、県・九州・全国大会出場に対する経費の一
部を支援しました。

諸鈍シバヤ保存伝承活動補助
国の重要無形民俗文化財に指定されている伝統芸能「諸鈍シバヤ」の振興を図る
ため支援しました。

農林水産物直売所運営事業
加計呂麻島のいっちゃむん市場に「POS レジシステム」を導入し、運営業務の効
率化・適正化を図り、地元生産農家や加工グループを支援しました。

１．寄附状況

２．平成 27 年度寄附状況

３．平成 27 年度使途状況

■お問い合わせ　瀬戸内町企画課　企画振興係☎ 0997-72-1112
　

た
ん
か
ん
、
津
之
輝
、
ア
ボ
カ
ド
の
生
産
拡

大
を
図
り
、
農
家
の
安
定
的
な
所
得
向
上
と
産

地
確
立
を
図
る
た
め
、
苗
木
購
入
費
の
一
部
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

①
瀬
戸
内
町
内
に
居
住
す
る
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
瀬
戸

内
支
所
果
樹
部
会
員

②
瀬
戸
内
町
ア
ボ
カ
ド
生
産
部
会
の
加
入
者

■
助
成
内
容　

た
ん
か
ん
、
津
之
輝
、
ア
ボ
カ

ド
苗
木
購
入
費
の
一
部
助
成

た
ん
か
ん　

10
本
以
上
購
入
に
限
る

津
之
輝　
　

10
本
以
上
購
入
に
限
る

ア
ボ
カ
ド　

５
本
以
上
購
入
に
限
る

■
お
申
し
込
み

①
た
ん
か
ん
、
津
之
輝
の
苗
木

あ
ま
み
農
協
瀬
戸
内
支
所
購
買
課
で
苗
木
の
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

②
ア
ボ
カ
ド
の
苗
木

瀬
戸
内
町
ア
ボ
カ
ド
生
産
部
会
（
町
役
場
農
林

課
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類　

耕
作
証
明
書
を
申
込
み
の
際
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
農
業
委
員
会
で
取
得

で
き
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

あ
ま
み
農
協
瀬
戸
内
支
所
購
買
課

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
４
１

瀬
戸
内
町
農
林
課　

農
政
係

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
７
４(

直
通)

寄附件数
26 年度比の

約 96 倍

寄付総額
（26 年度比の約５倍）

7,400 万円
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年
に
一
度
、
ご
自
分
の
健
康

を
考
え
る
日
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
程

平
成
28
年
７
月
11
日
（
月
）
か
ら
７
月
15

日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間

■
受
付
時
間　

午
前
８
時
～
10
時

■
場
所　

せ
と
う
ち
物
産
館　

■
対
象
者　

《
特
定
健
診
》

国
民
健
康
保
険
加
入
の
30
歳
～
74
歳
の
方

《
長
寿
健
診
》

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

■
健
診
・
検
診
の
内
容

○
特
定
健
診

　

身
体
計
測
・
検
尿
・
血
圧
・

　

採
血
・
腹
囲
・
心
電
図

○
長
寿
健
診

　

身
体
計
測
・
検
尿
・
血
圧
・
採
血
・
心
電
図
）

○
各
種
が
ん
検
診
も
同
時
に
あ
り
ま
す
。

　

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、

　

腹
部
超
音
波
、
肝
炎　
　
　
　
　
　
　
　

■
得
ト
ク
ポ
イ
ン
ト　

65
歳
以
上
の
方

！！

　

特
定
健
診
：
３
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

　

長
寿
健
診
：
１
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

　

今
年
度
も
左
記
日
程
に
て
A
コ
ー
プ

前
で
肺
が
ん
CT
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
５

分
程
度
で
終
了
す
る
検

査
に
な
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
保
健
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

40
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方

■
日
時　

７
月
７
日
（
木
）
９
時
～
12
時

■
場
所　

A
コ
ー
プ
前
集
荷
場

■
料
金　

７
，
７
１
０
円
（
当
日
支
払
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

瀬
戸
内
町
役
場　

保
健
福
祉
課

　

保
険
給
付
係
・
保
健
予
防
係

　

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
０
６
８

■
投
票
日　

7
月
10
日
（
日
）

※
第
2
投
票
所
（
与
路
島
）、
第
3
投
票

所
（
請
島
）
は
7
月
9
日
（
土
）
に
繰
上

■
期
日
前
投
票
期
間

◯
参
議
院

　

6
月
23
日
（
木
）
～
7
月
9
日
（
土
）

◯
県
知
事

　

6
月
24
日
（
金
）
～
7
月
9
日
（
土
）

※
第
２
投
票
所
（
与
路
島
）、

第
３
投
票
所
（
請
島
）
は
、

７
月
８
日
（
金
）
ま
で　

平
成
28
年
度　

特
定
健
診
、
長
寿

健
診
、
各
種
が
ん
検
診
の
ご
案
内

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
及

び
鹿
児
島
県
知
事
選
挙

肺
が
ん
CT
検
査
の
ご
案
内

精神科救急医療電話相談窓口を開設いたしました

後期高齢者医療保険料のお知らせ

選挙 検査

健診

保険証

こころ

　県では、精神疾患を有する方や、そのご家族などから「緊急な精神医療相談」を受付けるための電話相談窓口を開設しました。

■受付時間

　◯月曜日～土曜日　　　　　　　　　　　　　　　午後５時から翌日午前９時

　◯日曜日・祝日・１２月２９日～翌年１月３日　　午前９時から翌日午後９時

■相談窓口　☎　０９９（８３７）３４５８

■利用に当たってのお願い

　◯緊急的な精神医療相談が対象です。一般的な相談は役場保健福祉課にご相談下さい。

　◯かかりつけの医療機関がある場合は、まずはそちらにご相談ください。

■お問い合わせ　県庁障害福祉課　☎０９９（２８６）２７５４　FAX ０９９（２８６）５５５８

　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：s-seishin@pref.kagoshima.lg.jp

　現在使用中の「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が平成２８年７月３１日までとなっております。
平成２８年８月１日以降は新しい保険証となります。
　なお、古仁屋市街地にお住まいの方は７月下旬にご自宅に郵送致します。市街地以外にお住まいの方は各集
落の嘱託員に配布してもらいます。
■切替場所
　・古仁屋市街地の方は、　郵送　
　・古仁屋市街地以外の方は、　各集落の嘱託員　
■注意事項
　・保険料の滞納がある方は切替ができません。早めの完納をお願いします。
■お問い合わせ　瀬戸内町役場　保健福祉課　保険給付係　担当武原　☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １０６８
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今
さ
ら
聞
け
な
い
「
世
界
遺
産
」（
下
）

　

前
回
に
引
き
続
き
、
今
さ
ら
聞
け
な
い

「
世
界
遺
産
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

「
危
機
遺
産
」
と
は

　

自
然
災
害
や
戦
争
、
気
候
変
動
、
開
発
な
ど

に
よ
っ
て
環
境
破
壊
の
危
機
に
あ
る
危
機
遺
産
が
、
昨
年
７
月
時
点
で
48

件
あ
り
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
進
化
論
で
有
名
な
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
も
開
発
な
ど
で
危
機

遺
産
と
な
り
ま
し
た
が
、
世
界
遺
産
基
金
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
、
エ
ク

ア
ド
ル
政
府
が
対
策
を
行
っ
た
結
果
、
リ
ス
ト
か
ら
除
か
れ
た
例
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
気
象
変
動
の
影
響
で
、
海
水
面
の
上
昇
や
氷
河
の
消
滅
な
ど
で
、
危

機
に
さ
ら
さ
れ
る
遺
産
は
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
は
温
暖
化
対
策
を
各
国
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
登
録
抹
消
」
と
は

　

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
失
わ
れ
た
り
、
完
全
性
を
保
て
な
く
な
る

よ
う
な
状
態
に
悪
化
す
る
と
、
登
録
を
抹
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
然
遺
産
で
登
録
が
抹
消
さ
れ
た
の
は
、
オ
マ
ー
ン
の
「
ア

ラ
ビ
ア
オ
リ
ッ
ク
ス
保
護
区
」
で
、
生
息
域
を
守
る
た
め
に
保
護
区
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
環
境
の
劣
化
と
政
府
の
保
護
区
縮
小
に
よ
り
、

抹
消(

２
０
０
７
年)

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
遺
産
で
も
ド

イ
ツ
の
「
ド
レ
ス
デ
ン
の
エ
ル
ベ
渓
谷
」
が
、
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
架
橋

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
抹
消(

２
０
０
９
年)

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
登
録
さ
れ
て
も
、
そ
の
後
の
保
護
が
不
十
分

で
あ
っ
た
り
、
住
民
の
意
識
や
考
え
方
に
よ
っ
て
、
登
録
が
抹
消
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

平成２８年度自衛官等募集案内

世界

募集

奄美琉球啓発ロゴ

Vol 18

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生

（任期制）

男子 18 歳以上 27 歳未満の者
年間を通じて実施中

（8 月 1 日～ 9 月 6 日）
受付時に連絡

（9 月 16 日以降予定）

女子 18 歳以上 27 歳未満の者 8 月 1 日～ 9 月 8 日
9 月 23 日～ 27 日
　※いづれか指定する 1 日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

18 歳以上 27 歳未満の者 8 月 1 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 16・17 日
　※いづれか指定する 1 日
2 次：10 月 6 日～ 12 日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）21 歳未満の者 8 月 1 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 22 日
2 次：10 月 15 日～ 20 日
3 次：11 月 12 日～ 12 月 15 日

防衛大学校学生

（幹部自衛官を養成）

推薦
高卒（見込含）21 歳未満の者

（学校長が推薦できる者）
9 月 5 日～ 9 月 8 日 9 月 24 日・25 日

総合選抜 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 24 日
2 次：10 月 29 日・30 日

一般（前期） 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日
1 次：11 月 5 日・6 日
2 次：12 月 6 日～ 10 日

一般（後期） 高卒（見込含）21 歳未満の者 平成 29 年 1 月 21 日～ 27 日
1 次：平成 29 年 2 月 18 日
2 次：平成 29 年 3 月 10 日

防衛医科大学校医学科学生 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日
1 次：10 月 29 日・30 日
2 次：12 月 14 日～ 16 日

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日
1 次：10 月 15 日
2 次：11 月 26 日・27 日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 10 月 1 日～ 10 月 31 日 11 月 25 日

陸上自衛官（看護）
看護免許を有し、看護師・助産

師免許を有する 36 歳未満の者
9 月 1 日～ 9 月 30 日 11 月 26 日

【お問い合わせ】自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所

奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館３階　電話 ０９９７ ‐ ５３ ‐ ９１０３
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　宇検村と瀬戸内町は、国による地域医療連携推
進法人制度の創設を見据えて、両地域の医療機関
の機能分担、業務連携を推進し、質が高く効率的
な医療供給体制を確保することを目指して協議会
を設立しました
　今後、公開会合を開き、法人設立に向けた調査・
検討や視察、住民アンケート、研修医制度構築な
どの具体的な連携体制の整備を進めていきます。

　平成 28 年度の防災会議が開かれました。町
民の防災意識を高め、町の防災力向上を目的と
した総合防災訓練の日程等や瀬戸内町地域防災
計画の確認が行われました。また、高丘町営住
宅の山腹崩壊危険地区（がけ崩れ等により被害
を与える恐れのある箇所）の点検を行いました。
　今年の総合防災訓練は、８月 28 日（日）午
前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分の間、古仁屋
市街地一帯と古仁屋小学校校庭で行われます。

　町と生産者で構成される瀬戸内パッションブラ
ンド産地協議会が立ち上がりました。
　協議会では、「瀬戸内パッション」としての定
義やコンセプト、出荷規格等について、細かく議
論されていました。
　会長の宮原さんは、「ブランド化によって農家
の収入が上がり、後に続く人が増えたらいいなと
思います。また、群島内や瀬戸内町を代表するブ
ランドにできたら」と力強く語ってくれました。

　県内のキャリア教育研究校に指定されている
阿木名小中学校で、学校保健委員会の取組みを
兼ねた進路講座が開かれました。古仁屋高校教
諭と阿木名小中学校卒業の生徒による古仁屋高
校の紹介等が行われ、児童の皆さんは熱心に耳
を傾けていました。阿木名小中学校の草留校長
は、「高校の進路や学校生活を早いうちに考え
てもらうことで、将来への夢や目標を見つける
きっかけにしたい」と語ってくれました。

奄美大島南部町村地域医療介護連携協
議会（略称 A

ア ン マ

NMA）が発足しました

防災会議を開催しましたパッションブランド産地協議会を設立
しました

阿木名小中学校で進路講座が開かれ
ました

5月12日（木）地域完結型の医療介護を目指して

5月16日（月）まちの防災を考える5月23日（月）パッションの未来のために

5月13日（金）未来を見つめるきっかけに
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　清水集落に世界初の車いす使用者専用ダイビ
ングリゾート、ゼログラヴィティ清水ヴィラが
オープンしました。代表の鳥畑さんは、「奄美
で車いす使用者が安心してダイビングができる
場所を作りたいと思い、ようやく念願のオープ
ンの日が来ました。まだまだ始まったばかりで
すが、皆様のご協力をいただきながら、車いす
だけでなく障害を持つ方のダイビングの中心地
にしていきたい」と力強く語っていました。

　奄美市、龍郷町、宇検村、瀬戸内町の４市町
村は、奄美大島の水産業振興や人材育成を目指
す奄美大島水産業推進協議会を設立しました。
　今後協議会では、新市場開拓などの島内外流
通の拡大及び古仁屋高校海洋学科設立などの島
内人材育成の可能性を探っていきます。
　協議会会長の茂野さんは、「漁業をやりたい
人の不安を取り除き、生活の安定を目指したい」
と語っていました。

　子育て世代の交流の場を設けることで、子ど
も・子育て支援の充実を図ることを目的に海の
駅２階スペースにマルチ遊具やドームクライミ
ング、ソフトブロックなどの遊具を設置しまし
た。
　また、床にはソフトマットやサイドガードを
設置し、安全面にも考慮しています。　
■利用料：無料
■利用時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 00 分

　阿木名小中学校創立 100 周年記念から続い
ている、創立記念バレーボール大会が開かれま
した。
　阿木名小中学校の児童生徒や集落の住民、青
年団等が参加し、わきあいあいとした雰囲気の
中で参加者は楽しくプレーしていました。また、
阿木名小中学校体育館は、今年から来年にかけ
て建て替えが予定されており、現在の体育館で
行なわれる最後の創立記念大会となりました。

車いす使用者専用のダイビングリ
ゾートがオープン奄美大島水産業推進協議会を設立し

ました

海の駅 2 階にキッズコーナーを設置
しました 阿木名小中学校創立記念バレーボー

ル大会が開催されました

6月6日（月）ハンディキャップの解放をめざして6月6日（月）水産業の振興と未来へ向けて

6月１日（水）元気に遊んでね♪ 5月29日（日）こころをつなぐ、バレーボール

まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town
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平成２８年度６月号

高校総体結果

サッカー 回戦 古仁屋 鹿児島城西

男子バスケットボール 回戦 古仁屋 鹿児島南

女子バスケットボール 回戦 古仁屋 明桜館

男子ソフトテニス 回戦 古仁屋 鹿児島情報

回戦 古仁屋 鹿児島実業

女子ソフトテニス 回戦 古仁屋 明桜館

柔道（個人） 回戦敗退

剣道（個人） 回戦敗退

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

せ

新入生整列

男子２２名，女子３４名 計５６名

が，第６７期生として入学しました

５月 日に本校体育館で全校生徒を対象に「学生のための

選挙講座」が行われました。選挙制度についての講話の後に，

「古仁屋高校を良くする会会長選挙」という架空の選挙戦を

実施し，３人の立候補者がそれぞれ演説をしました。その後

３年生は瀬戸内町の選挙管理委員会が準備してくださった模

擬投票所において実際と同じ手順で投票を行いました。

生徒の感想には，「投票の流れが分かって良かった。」，「実

際に選挙があるときは，必ず行こうと思った。」などがありま

した。

５月 日から本校卒業生２人が教育実習を行っています。

生徒は，大学生と触れあうチャンスを生かして積極的に質問

などをしています。なお，德先生は６月 日まで，花田先生

は６月 日まで古仁屋高校にいらっしゃいます。

教育実習生から古高生へ一言

生徒総会

生徒会役員等が４月 日～５月６日の間の４日間実施し

た校内募金活動と，５月 日～ 日に実施した街頭募金活

動により， 円が集まりました。この義援金は ５月

日に日本赤十字社が開設している口座に入金しました。生

徒や保護者そして町民の皆様の善意に感謝申し上げます。

花田 南里 先生

実習教科：地理歴史

一言：毎日が最高な日

だ！と思えるような学校

生活を送ってください。

德 あすか 先生

実習教科：書道

一言：１日１日を大切に

何事も全力で取り組んで

ください。

家庭クラブ総会

避難訓練 高校総体予選壮行会

回戦 古仁屋 鹿児島純心女子

回戦 古仁屋 出水商業

回戦 古仁屋 鹿児島女子

月 日（金）午後

試合前日の

練習風景

学生のための選挙講座 卒業生の教育実習

熊本地震災害義援金の募金活動

古仁屋高校体験入学

来てね！！
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戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
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ご
寄
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あ
り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

法律相談会（無料）のご案内
司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】７月２１日 ( 木 ) 午前１０時～午後１時　
町営コーラルタウン船津団地　集会場
　※本相談会での直接受託は原則行いません。
　　正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【お問い合わせ先】瀬戸内町商工会青年部　
℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

「
お
誕
生
」、「
ご
結
婚
」、「
お
く
や
み
」
は
５
月
に
届
け
ら
れ
た

分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

広
報
紙
郵
送
料
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女性の力で地域を支えています！｜地女連総会が開催

すくすく育ってね♪｜すこやか福祉センターが開所

自衛隊との橋渡し｜福山さんがオピニオンリーダーに

大湊・須手・手安おめでとう！｜地区対抗バレー

　5 月 15 日（日）日頃から町内の様々な事業やイベント、
ボランティア活動などにご協力いただいている瀬戸内町地域
女性団体連絡協議会の平成 28 年度総会が町物産館にて開催
されました。オープニングでは手話によるコーラスや永井し
ずのさんの島唄が披露された後、熊本地震で亡くなられた方
のご冥福を祈って黙とうを行いました。講習では災害に備え
るための非常用炊き出しが行われ、参加者は熱心に手順を確
認しながら実践していました。

　5 月 30 日（月）福山拓生さんが県内 2 人目の陸上自衛隊
西部方面隊オピニオンリーダーに委嘱されました。国の防衛
及び自衛隊に関する様々な意見を聴き、自衛隊の実情を住民
に伝える役割を担っています。
　委嘱に当たって福山さんは「総監から委嘱された協力者の
ため、発言や行動は制限されません。今後は、自衛隊の姿を
広く知ってもらうことや国民の様々な意見を西部方面総監に
届けていきたい」と力強く語っていました。

　5 月 10 日（火）母子センターの駐車場問題と安全面を
考慮し、町役場に隣接する旧町社会福祉協議会庁舎に機能
を移転。「すこやか福祉センター」として開所しました。
同センターは、引き続き母子相談事業「ぽっかぽっかくら
ぶ」や乳幼児健診を行なう施設として活用されます。
　利用者代表の山本さんは「親子が盛り上がる場所になる
よう、活用していきたい。また、子育てがしやすいまち、
子どもたちが元気で健やかに育って行けるまちになるよう
に」と願いを語ってくれました。　

　5 月 29 日（日）清水公園総合体育館にて瀬戸内
町バレーボール連盟の主催による、平成 28 年度瀬
戸内町地区対抗バレーが開催されました。この大会
を通じて、地区自治意識の高揚、並びに自治会及び
地区間の親睦と交流を図ることにより、自治活動の
活性化を目的に開催されています。結果は次の通り
です。
優勝：大湊・須手・手安チーム
２位：山郷チーム
３位：春日・松江チーム、船津チーム

▲福祉センター利用者と開所式

▲真剣なまなざしで非常用炊き出しの講習

▲優勝した大湊・須手・手安チームの選手たち

▲委嘱状を手にする福山さん


